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１．はじめに

　文部科学省の「平成22年度学校基本調査」によると、大学（大学院を含む）の学校数は778校（前年
比５校増加）、学生数は288.7万人（同4.2万人増加）、短期大学の学校数は395校（同11校減少）、学生数
は15.5万人（同0.6万人減少）、専修学校（専門課程）は2904校（同23校減少）、学生数は56.5万人（同1.2
万人増加）となっており、短期大学は学校数、学生数ともに減少傾向が顕著である。１）その背景には、
高校卒業者の４年制大学志向が高まっていることや、厳しい就職状況から資格取得を主たる目的とする
専修学校に人気が集まっていることなどが考えられる。
　一方、厚生労働省「平成21年度大学等卒業予定者の就職状況調査」によると、平成22年４月１日現在
の新卒者の就職率は、大学で91.8％、短期大学で88.4％、専修学校（専門課程）で87.4％となっており、
いずれも厳しい就職状況ではあるが、大学、短期大学、専修学校において就職率に大きな差は見られな
い。２）したがって、高校卒業者の進路選択志向とは別に、企業には短期大学卒業生に対する一定の需要
と評価があるものと考えられる。
　ところで、新卒者の就職環境が厳しさを増す今日において、「就業力」の育成が高等教育における喫
緊の課題となっている。「就業力」とは、平成22年２月に改正された大学設置基準並びに短期大学設置
基準において「学生が卒業後自らの素質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力」と
定義されており、同基準では「（就業力育成のため）教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことが
できるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとすること」が義務付け
られている。また、文部科学省では「大学生の就業力育成支援事業」を平成22年度から実施しており、
特色のある180件の大学、短期大学の取組に対して各種の支援が行われている。この事業は緒に就いた
ばかりであるが、近い将来において、その成果は広く公開される予定である。
　本稿では、この比較的新しい概念である「就業力」、とりわけ専修学校（専門課程）の卒業生と比較
した場合の短期大学卒業生の就業力の特性について、企業の人事担当者に対するヒアリング調査の結果
をもとに考察した。
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２．方　法

　本学の主要な就職先の人事担当者に対して、ヒアリング調査について電話で依頼し、協力を得ること
のできた10社について、半構造化インタビューを行った。対象業種の内訳は、製造業（１社）、運輸業
（１社）、卸・小売業（２社）、金融・保険業（２社）、飲食・宿泊業（２社）、サービス業（２社）で
あった。建設業及び情報・通信業については、協力を得られた企業がなかった。
　インタビューに際して、就業力の概念（卒業後自らの素質を向上させ、社会的・職業的自立を図るた
めに必要な能力）は、企業における人材育成においてよく用いられるコンピテンシー（高業績者の行動
特性）に包含される概念であるとの前提に立って、（表１）のとおり大まかな質問項目を作成した。筆
者はかつて、金融機関について人事担当者等へのヒアリングを通じて、その就業に適したコンピテン
シーモデルを作成し３）、また、同一手法を用いて新任介護福祉士についてのコンピテンシーモデルを作
成したが、これらを比較した結果、両者には多少の差異はあるものの、共通点が多く、汎用性が高いモ
デルであることが明らかになったため、４）質問項目は金融機関におけるコンピテンシーモデルを参考に
している。
　調査は、平成23年２月８日から23日に実施した。

３．結果および考察

３．１　ヒアリング結果の概要

　先に示した調査方法による結果を纏めたものが（表２）である。（表１）の質問項目に対する回答を
業種別に整理したものである。質問項目は本学卒業生ならびに専門学校卒業生について就業力の観点か
らそれぞれの特性について確認するものとした。

（表１）質問項目

１．専門学校卒業生と比較した場合の本学卒業生の特性について、優れている点、劣っている点等、

　具体的に教えて下さい。

①　組織内において報告・連絡・相談を適切に行い、他者と連携して業務を遂行することができるか。

②　顧客満足度を高める表現力（言葉づかい、挨拶、立ち居振る舞い、説明能力等）を有しているか。

③　指示待ちではなく、自ら率先して、正確かつ冷静に業務を遂行できているか。

④　職務上、様々な負荷に耐えうる忍耐力を有しているか。

⑤　仕事、顧客に対する情報収集を怠ることなく行っているか。

⑥　組織の一員として業務改善などの提案力を有しているか。

⑦　自己啓発を自ら進んで継続して行い、コンプライアンス意識を持ち、高い倫理性、強い目標達成

　意欲を有する。

２．そのほかに、専門学校卒業生と比較した場合の本学卒業生の職務遂行にあたっての特徴等につい

　て教えて下さい。

３．本学のキャリア教育に対するご意見・ご要望等ございましたら教えて下さい。
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（表２）ヒアリング調査結果一覧

質問事項 金融・保険業 金融・保険業 飲食・宿泊業 飲食・宿泊業 運輸業

組織内において報告・
連絡・相談を適切に行
い、他者と連携して業
務を遂行することがで
きるか

・専門学校生と比較し
てではなく、総じて、
年輩者とのコミュニ
ケーションができな
い者が多い。
・相談できないからな
のか、よく分からない
処理を独断で行い、
その処理においての
ミスが多い。

・業務を遂行すること
ができる。

・専門学校生と比べる
とコミュニケーション
能力は多少は高いよ
うに感じる。

・各セッションにおい
て、基本的な報告、
連絡、相談はできて
いる。この業種は他
セクションとの連携
も大切な為。

・業務において報告・
連絡・相談を適切に
行っている。その為、
指示と違った業務を
行っている場合も軌
道修正を早期にする
ことができている。
又、他の職員同様に
適切な報告・連絡を
してくれるので業務
全体の流れも良い感
じとなっている。

顧客満足度を高める
表現力（言葉づかい、
挨拶、立ち居振る舞
い、説明能力等）を有
しているか

・専門学校生の中に
は、学科の中で「マ
ナー」を学ぶ者が多
く、専門学校生の方
が良いような気がす
る。しかし、学校とい
う基準が原因でもな
い。

・一般的な表現力を有
している。

・ビジネスマナーに関
しては、あまり学生
には期待していない
のが現状である。

・少しずつ周りを見な
がら習得し、成長し
ていると感じる。（専
門学校生について
は、ある程度専門的
に接客マナーなどは
身につけている部分
あり）

・当初、言葉遣いに癖
があったものの、上
司、先輩の指摘を素
直に聞き、現在は親
切・丁寧な対応を実
施している。

指示待ちではなく、自
ら率先して、正確かつ
冷静に業務を遂行で
きているか

・総じて指示待ちが多
い。
・業務を習得するまで
に時間が必要で、業
務習得後は、冷静に
遂行できている。
（「正確」は各人に
よって様々）

・その場その場に適し
た行動を遂行でき
る。

・どの学生も自分から
行動する意識は足り
ないと感じる。

・もう少し積極的な行
動が必要と感じる。
どちらかと言うと、大
人しいイメージがあ
る。（専門学校生も
同じく）

・外線の電話も常に一
番に取ったり、業務
においても積極的に
参加しようとしてい
る。

職務上、様 な々負荷に
耐えうる忍耐力を有し
ているか

・口に出して「つらい」
「大変だ」と言うが、
相当頑張っている。

・一般的に考えられる
忍耐力を有してい
る。

・うたれ弱い部分はあ
るただ専門学校生の
方が、その業界を目
指して入社してくる
学生が多いので、専
門学校生の方が我慢
強さがあると感じる。

・有していると考え
る。

・顧客のクレームに関
しても丁寧かつ適切
な案内をしており、
上司に頼る場面は少
ない。

仕事、顧客に対する情
報収集を怠ることなく
行っているか

・年輩者に対するコ
ミュニケーションが
苦手なので難しい。

・業務に必要な情報
収集を行っている。

・本人の意識によって
差があるので何とも
言えない

・全体的に見て、努力
をしているように感
じる。

・回覧情報や業務に関
する資料は常にファ
イリングしており、業
務に於いて活用して
いる。

組織の一員として業
務改善などの提案力
を有しているか

・業務を習得するまで
に時間が必要なた
め、業務改善までは
考えられないので
は。

・必要に応じた提案力
を有している。

・左記同様、個人個人
によってだと思うが、
ただ入社した段階で
は提案力は感じない。
・自分の意思を伝える
ことが苦手な学生が
多いように思う。

・このような部分で
は、まだ見受けられ
ない。

・入社１年目ということ
もあり現在は消極的
だが、今後は周りの
職員も協力して環境
づくりをしていきた
いと考えている。

自己啓発を自ら進んで
継続して行い、コンプ
ライアンス意識を持
ち、高い倫理性、強い
目標達成意欲を有し
ているか

・当行の風土として
「自ら学ぶ、皆で人
を育てる」とあり、自
己啓発は自ら進んで
行っている者が多
い。

・自己啓発を継続して
行い、コンプライアン
ス意識を持ち、目標
達成意欲を有してい
る。

・比較すると専門学校
生よりは、倫理性、
仕事への意識、目標
達成へのプロセスな
どはしっかりと持て
る方が多いと思う。

・もう少し積極的に
なってほしいと感じ
る。

・左記同様

専門学校卒業生と比
較した場合の本学卒
業生の職務遂行にあ
たっての特徴等、気づ
いた点

・「字」をきちんと書い
てほしい。学生気分
が抜けないのか、学
生らしい字が多い。
・当行では、「字」をス
キャナーで読み取り
事務効率を図ってい
るため字が丁寧でな
いと仕事も丁寧にで
きない。

・特になし ・特になし ・専門学校生は業種を
ある程度理解し、基
本があるが、実践と
してみると、頭でっか
ちのような風がある。
それに比べると短大
生は初めてな中で、
新しいものを吸収
し、成長していく様
がみてとれる。

・ビジネス系の卒業生
と比較した場合、や
はりエクセルとワー
ドの活用力が弱い。
業務に於いては欠か
せないものなので、
授業で時間を多くと
るべき。

本学のキャリア教育に
対するご意見・ご要望
等

・特になし ・特になし ・特になし ・特になし ・特になし
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質問事項 卸・小売業 卸・小売業 製造業 サービス業 サービス業

組織内において報告・
連絡・相談を適切に行
い、他者と連携して業
務を遂行することがで
きるか

・専門学校生と比べる
とほぼ同じ。

・概ね良いと思う。 ・組織において一番下
の立場である今現
在、報告、連絡、相
談は確実に遂行して
いる。

・専門学校卒業生の
事業所採用がないた
め比較はできない
が、2008年に採用し
た貴校卒業生２名は
できているものと認
識。

・他のスタッフと比べ
た場合、報告、連
絡、相談は出来てい
る方が多い。
　また、他スタッフとの
連携・協力・協調性
のある方が多く、温
厚で落ち着いている
タイプが多い。

顧客満足度を高める
表現力（言葉づかい、
挨拶、立ち居振る舞
い、説明能力等）を有
しているか

・ほぼ同じ、特に問題
はありません。

・特に問題なし。 ・店頭販売員が多いの
もあり、常に笑顔で
接客をしている。

・期待どおり。 ・表現力（言葉づか
い、挨拶、立ち居振
る舞い、説明能力
等）は高い方が多い。
お客様から接客対応
でクレームを聞いた
ことがない。特に柔
軟な対応が出来る方
が多い。

指示待ちではなく、自
ら率先して、正確かつ
冷静に業務を遂行で
きているか

・仕事のスピード、理
解力は優れていると
感じる。ただ大卒生
もあてはまるが指示
された範囲内で終わ
ることが多い。

・良いと思う。 ・組織でも立場上、ま
だ遠慮している部分
がある。積極的に業
務にあたってもらい
たい。

・期待どおり。 ・印象では、落ち着い
た仕事振りで、派手
さは感じられない。

職務上、様 な々負荷に
耐えうる忍耐力を有し
ているか

・店舗の移動により環
境になじめず、移動
のない仕事がしたい
と、退職を申し出た
者がおりました。

・個々の問題の捉え方
によって個人差が出
る。

・一人一人に責任を持
たせ作業をしている。
大きな成果はあまり
ないが、少しずつ結
果を出している。そ
れに耐える力はある
と思う。

・期待どおり。 ・こつこつ、地道に仕
事をこなしている印
象がある。

仕事、顧客に対する情
報収集を怠ることなく
行っているか

・個々により、意識の
差あり。

・若い子達なのでこれ
から学んでいくと思
いますが、もう少し
意欲が欲しい。

・商品情報、お客様の
顔などを常に覚えよ
うとする努力は感じ
る。

・やや努力の余地あ
り。

・他の事にも興味を持
ち、同業他社ならず
身の回りの情報につ
いて会話しているこ
とが多い。

組織の一員として業
務改善などの提案力
を有しているか

・ほぼ同じ。
　もう少し積極性が
あっても良いと思う。

・これからの課題だと
思う。

・業務改善については
まだ遠慮がある。今
後に期待したい。

・期待どおり。 ・私の知っている方に
関しては、意見を述
べる人の方が多い。

自己啓発を自ら進んで
継続して行い、コンプ
ライアンス意識を持
ち、高い倫理性、強い
目標達成意欲を有し
ているか

・個々により意識の差
あり。

・これからの課題だと
思う。

・自己啓発などはあま
り見られない。
　個々に考えはあると
思うがまだ表には出
ていない。
　今後に期待する。

・期待を上回る。 ・当社においての募集
達成・獲得能力の高
い方のほうが多い。

専門学校卒業生と比
較した場合の本学卒
業生の職務遂行にあ
たっての特徴等、気づ
いた点

・素直な性格の方が多
く、責任感を持って
仕事に取り組んでい
る。
　技術的なスキルの高
い方が多い。

・特になし ・１名との比較になる
ので個人差が大きく
なると思うが、青陵
短大卒業生は比較
的元気のある人が多
いと感じる。気持ち
を表に出して一生懸
命に業務にあたって
いる。
　専門学校の卒業生は
内に秘めたものがあ
る。

・専門学校卒業生の
事業所採用がないた
め比較はできない
が、非常に真面目で
几帳面な気質を感じ
る。
　（コンプライアンス、
ルールの厳守）

・専攻してきたことを
表に出す方は少な
く、私が私がと前に
出るタイプは少な
い。

本学のキャリア教育に
対するご意見・ご要望
等

・自身の仕事はしっか
りと行っており、問題
はありません。欲を
申し上げるとリー
ダーシップ、周りを観
察する力がもう少し
出てくると更に良く
なるのでは、と感じま
す。

・特になし ・店頭販売員は当社の
顔になる。元気で常
に笑顔を絶やさない
人はお客様からも好
まれるこのような人
が青陵短大の卒業
生には多くいると感
じています。今後も
お願いします。

・前問の特徴を「強
み」として差別化し
ては。

・就活のスタートが早
期化している現代で
は、早くからの意識
付けが必要だと思い
ます。また、早期退
職を抑制する為に
も、メンタル対策や
責任感の醸成につい
ても併せて御講義頂
ければ幸いです。
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３．２　調査結果の分析

　質問項目１－①は、企業・団体等の組織体において、他者と協力して業務遂行が可能であるか、俗に
「報・連・相」といわれる日常の行動が適切に行われているかを問うたものである。結果を業種別にみ
ると、金融・保険業においては、本学卒業生・専門学校卒業生問わず概ね業務遂行はできているとの評
価があるものの、特に年長者とのコミュニケーションに難があるとの指摘がなされている。飲食・宿泊
業においては、本学卒業生は、専門学校卒業生に比べ、コミュニケーション能力において、多少は優れ
ているとの評価を得ている。全般的にこの質問に対しては、本学卒業生と専門学校卒業生は、「報告・
連絡・相談」については日常的に遂行されていると思われる。
　質問項目１－②は、顧客満足度を高める表現力を有し、適切な顧客対応がなされているか、について
問うたものである。業種全般でみると、概ね問題ない顧客対応がなされているとの評価を得ている。し
かし、金融・保険業においては、学校差ではないとのことわりがあるものの、専門学校卒業生の方が、
マナーを身につけているとの指摘がある。但しこれは個人の資質による差が大きいことも伺わせるもの
であり、マナーについては本学の教育プログラムにおいて更なる検討が必要であると思われる。
　質問項目１－③は、業務に取り組む姿勢について問うたものである。指示を待つだけでなく、自ら率
先して仕事に取り組み、正確かつ冷静に業務遂行が可能であるか、という質問である。製造業におい
て、入社年次の浅さからか組織への遠慮があるのではないか、との好意的な見方による指摘があるもの
の、総じて指示待ちの多さから、積極性不足が指摘されている。卸・小売業において、仕事のスピー
ド・理解力について好評価を頂いている一方、金融・保険業では、業務習得までの時間の必要性が指摘
されている。総じて、指示された範囲内であれば、一定水準の業務を遂行できているとの評価を得てい
る。
　質問項目１－④は、職務遂行上、様々な負荷に耐えうる忍耐力を有しているか、といういわゆる「ス
トレス耐性」について問うたものである。ほとんどの業種において、概ね忍耐力を有しているとの評価
を得ているものの、飲食・宿泊業において、専門学校卒業生の方が我慢強さがあるとの業界志向の差が
指摘されている。学校選定時から将来就職する業界を絞り込んでいる専門学校生の方が、就職活動を通
じて絞り込みを行っている短大生よりも、業界への適応力は高いことが伺われる。
　質問項目１－⑤は、仕事、顧客に対する情報収集を怠ることなく行っているか、という情報収集力を
問うたものである。サービス業ではやや努力の余地ありとの指摘があるも同業他社では他の事にも興味
を持ち、情報収集しているとの評価もある。卸・小売業の評価のようにやはり個々人の意識差がポイン
トであろう。金融・保険業では質問項目①で指摘された、年配者とのコミュニケーションが苦手なこと
からの影響を指摘されている。一方で、日々の業務の中で、情報収集に取り組んでいる姿も評価されて
おり、今後情報収集方法の指導が必要となろう。
　質問項目１－⑥は、組織の一員として業務改善などの提案力を有しているかを問うたものである。金
融・保険業では同業種であっても、卒業生の入社年次から、現在は基本となる業務習得が中心であり、
業務改善まで考えられないとする意見と、必要な提案力を有しているという両面が指摘された。
　他の業界では、サービス業２社から概ね好意的な評価を得ているが、その他業種からは今後の成長が
望まれている項目となっている。企業が求めるレベル差の影響と個人差の両面による検証や個人の追跡
を行いたい項目である。
　質問項目１－⑦は、自己啓発とコンプライアンス（法令遵守）意識について問うたものである。金
融・保険業並びにサービス業からは、自ら進んで自己啓発に取り組んでいるとの高い評価を得ており、
飲食・宿泊業の一社からは、専門学校卒業生との比較から、「倫理性、仕事への意識、目標達成へのプ
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ロセスをしっかり持っている者が多い」との高い評価を得ている。特に、この飲食・宿泊業の企業は、
専門学校卒業生の業界への目的意識の高さを指摘しており、本学卒業生の入社後における成長の可能性
の高さを示しているものではないかと考える。反面、他業界からの自己啓発意欲が不足しているとの指
摘に対する検証は必要になる。
　次に、２の質問項目は専門学校生と比較した場合の本学卒業生の職務遂行にあたっての特徴等、気づ
いた点について問うたものである。パソコン等基礎的なスキル不足かのご指摘を頂いており、今後の指
導における課題となる。その一方で、入社後における吸収・成長に対する高評価と併せ、素直さと元気
さ、真面目さを評価頂いている。
　最後に３の質問項目は、本学のキャリア教育に対する意見・要望について問うたものである。
概ね全業種にわたり、特段問題なしとの回答であったが、小売・流通業において問題はないが、リー
ダーシップや観察力が更に高まるような教育プログラムの要望があり、これについては更なる検討の
上、教育プログラムに反映させて行く必要があると思われる。

４．終わりに

　今回のヒアリング調査は、次年度への予備調査という位置付けで実施したものであり、この結果を
持って短期大学生卒業生の就業力についての断定は難しいが、以下の何点か検証すべき事項が確認でき
た。
　①　階層別コミュニケーションのあり方

○　年配者とのコミュニケーション力について難があるとの指摘をされており、さまざまな年代
を想定したコミュニケーションのあり方と併せ、各種業務との影響を検証する

　②　各種業種適応力について
○　入学時に将来の就職先を明確にしている専門学校生と就職活動時に業界研究を進める短期大

学生の各業種に係る適応力について検証する
　③　入社後の成長性

○　専門知識を中心に学んでいる専門学校生と比較し、入社時点における知識・技能における差
をどのように解消出来るかについてと併せて、入社後の成長性を検証する。

　上記事項については、本学卒業生全体に該当することなのか個人差によるものかについての検証も併
せて行う必要があり、次回の課題として調査対象を拡大し取り組みたいと考えている。

　最後に、本報告におけるヒアリング調査にご協力下さった本学青陵キャリアディベロップメントセン
ター主席調査役：田村瑞穂氏ならびに各企業の人事ご担当者の方々に深謝いたします。
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